
大学生の力を活用した福島県集落復興支援事業

桜美林大学×二本松市高槻集落

渡邉ゼミチーム



１．地区の概要と取り組むべき課題

＜地区の概要＞

福島県二本松市東和地区高槻

人口：100人、世帯数：26軒、民宿：5軒、空き家：3軒

＜集落の課題＞

農業の衰退・空き家の増加・高齢化・神楽の後継など

＜これまでの取り組み＞

1年目：活性化案の提案

⇒空き家の貸出・竹のライトアップ・竹パウダー

インターネット勉強会・ホームページ作成

2年目：実地調査・竹商品の販売・ホームページ作成



2-1．今年度実施した取り組み内容

①実地調査

8月1日：集落の現状や課題を把握

9月12、13日：集落の暮らしの体験、話し合い

・「民宿まとば」に宿泊

⇒周辺の散策

食、神楽、竹の加工体験

・集落の方との話し合い

⇒竹が伸び放題で困っている

集落のことを知ってほしい



2-２．今年度実施した取り組み内容

②手創り市の出店

12月17・18日「雑司ヶ谷・手創り市」に出展

⇒竹製品の販売

（コップ、物入れ、スマホ置き、竹トンボ、桶)

計：30名 売上：￥15,200

➂ホームページ作成

「note」で集落のホームページを作成し周知に繋げる

将来的に集落の人々による運営を目指す

・アカウントを持っていなくても閲覧できる

・Googleなどで「福島県高槻集落」と検索するとヒット



手創り市で竹製品の需要があることを把握

⇒PR効果もある

作成したホームページを今後は集落の方に運営してもらう

⇒だれでも分かりやすいマニュアルが必用

高槻には神楽や食事、自然など様々な魅力があると再認識

⇒さらに多くの人に知ってもらいたい

３．まとめ



竹製品を大量消費する方法を考える必要がある

⇒手創市出店は竹の消費量がすくない

手作り市

⇒製品の修復、新製品

note拡充

⇒今後は集落の方に情報発信を続けもらう

４．今後に向けて


